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２０２４年 （令和６年）

１１月号
№２２９

大井谷棚田ライトアップ ～棚田を染める幻想的灯火２，８００本の希望の灯～

６００年続く棚田で幻想的な夜をライトアップ。１５分間隔で４色 (赤・金・青緑・紫 )に変化す

るライトが、風景をやさしく暖かく照らし出します。

点灯期間　令和６年１０月下旬～令和７年１月下旬 (予定 )

点灯時間　薄暮～４時間程度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　助はんどうの会 (大井谷地区民棚田保全の会 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後援・協力　吉賀町　白谷自治会　棚田だんだん部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しまね棚田元気ネット 大井谷　ＱＲコード
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トピックス
話題・できごと

「しまね健康超寿者」の表彰がありました！

　健康でいきいきと暮らしている１００ 歳以上の島根県内の高齢

者の方を対象とした「しまね健康超寿者」の表彰式が９月１３日に

開催され、吉賀町内では、西山智さん（１０２歳　白谷）が知事表

彰を受けました。

　９月１３日に丸山知事の代理で島根県高齢者福祉課長が来町さ

れ、西山さんのご自宅で表彰状と記念品を贈呈されました。その後、

西山さんの生活のご様子やご長寿の秘訣などの話をされました。

　老人の日の記念行事として、今年度中に１００歳を迎えられる「大正１３年４月１日から大正１４年３

月３１日」生まれの高齢者の方に対し、内閣総理大臣からのお祝い状と記念品を岩本町長がご本人または

ご家族へ伝達しました。

　吉賀町は、９月１５日現在で１００歳以上の高齢者数が１９人と

なっており、人口１０万人当たりの１００歳以上高齢者数が島根県

内でも毎年上位となっているなど、県内有数の「健康長寿のまち」

となっています。

　今後も引き続き、「健康でいきいきと暮らせるまち」として取り

組みを進めていきます。

齋藤　虎子さん (ご家族・蓼野）

赤松　春子さん（大野原）

坂田　高師さん（六日市）

島田　ヨシ子さん（六日市）

出會　修さん（注連川）

能美　イサヨさん（朝倉）

松前　ミサ子さん (ご家族・蓼野）

１００歳高齢者に対してお祝い状及び記念品が伝達されました！
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トピックス
話題・できごと

秋の交通安全運動におけるテント村開設について

　秋の交通安全運動に伴い、９月２４日（火）真田ポケットパーク前、９月２７日（金）柿木大谷屋前待

避所において、それぞれ津和野警察署の協力のもと交通安全テント村を開設しました。

　テント村には岩本町長をはじめ、各地区の交通安全協会員、交通安全母の会や交通指導員、柿木小中学

校の児童生徒、一日警察官として任命された、かきのき保育所の園児２人が参加し運転手に安全運転を呼

びかけました。

＜９月２４日（火）真田ポケットパーク前＞ ＜９月２７日（金）柿木大谷屋前待避所＞

交通事故防止にむけて道路反射鏡寄贈

　９月２７日、島根県農業協同組合西いわみ地区本部、全国共済農業協同組合連合会島根県本部、(一財 )

島根県農協共済福祉事業団の３団体の代表として来庁された島根県農業協同組合西いわみ地区本部西いわ

み統括支店の滝元英二統括支店長から、道路反射鏡３基が寄贈されました。

　趣意書には、「交通事故防止活動に役立て、人命保護と被害軽減に

寄与する」という思いがつづられていました。寄贈を受けた岩本町長

は謝意を表すとともに「町内での交通事故防止のため活用させていた

だきます」と話されました。

「よしか病院」の環境整備活動について！

　９月２８日に「よしか病院」の正面玄関付近の植栽等において、ボランティアグループによる環境整備

活動が行われました。

　ボランティアグループは「よしか病院立河内ボランティアの会」（田屋京子代表　会員１１名）で、朝

７時から９時半まで草取りや落ち葉の除去等を１０名の参加者で実施されました。今回は、岩本町長も参

加して会員の皆さんと一緒に環境整備活動を行いました。「よしか病院立河内ボランティアの会」は、３

月に「よしか病院」が開設してから今回が５回目の活動とのことで、とても綺麗にしていただいています。

　なお、よしか病院を運営する医療法人カタクリ会では、ボランティア活動の受け入れを行っています。

詳しくは事務部総務課（７３―７５７５）までお問い合わせください。
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よしかオータムセミナーが開催されました！

　令和６年１０月５日にしまね総合診療医センター（島根大学医学部附属病院）、よしか病院の主催により、

医療関係者向けイベント「よしかオータムセミナー」が開催されました。

トピックス
話題・できごと

　このイベントは、町内外の医療に携わる方々を対象に、総

合診療について学習し共通認識を持つことや、医療従事者相

互の交流を行うことを目的として開催されました。

　イベントには、よしか病院や町外の医療機関に従事する医

療関係者、将来医療職を目指す学生など、総勢５０名が参加

しました。

◆第１部　「みんなで持続可能な地域の医療を創造しよう」

【講師】

　しまね総合診療医センター　センター長　白石吉彦先生

　益田赤十字病院　医師　岡本栄祐先生

　悠翔会在宅クリニック流山　院長　茂木恒俊先生
＜左から茂木先生、岡本先生、白石先生＞

　第１部では、総合診療医センター・白石吉彦先生を含む３名の講師による講義・パネルディスカッショ

ン等が行われました。

　全国的に見ても高齢化が進んでいる島根県において、総合診療医の確保に取り組むことは、持続可能な

医療体制を確保する上では特に必要であるという話がありました。

　総合診療医の役割として、日常的な疾病・怪我等への初期対応や、必要に応じて継続して診ていくこと、

そのために他の専門医や医療職等と連携し、包括的に医療サービスを提供していくことが求められるため、

総合診療医の育成・教育に力を入れていく必要があるとのことでした。

　参加者からは「総合診療がこれからの地域に必要ということがよくわかり、総合診療を行う病院に勤め

ることができて良かった」という声や、学生の参加者からは「総合診療が過疎地域に求められていること

がよく理解できた」等の感想が寄せられました。

＜参加者との活発な意見交換が行われました＞

＜パネルディスカッションの様子＞

＜これからの地域医療への希望を書き出しました＞

＜わくわくパーソンから

　　　　　　地域での取り組みを聴き語り合いました＞
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トピックス
話題・できごと

◆第２部　「ウェルビーイングについて考えてみよう」

　益田保健所・梶浦靖二所長の進行によるワークショップが行われました。

　吉賀町の地域で精力的に活動している人（わくわくパーソン）との交流を通じて、参加者一人ひとりが

地域の医療従事者として「どのように過ごしていくか」「自分自身の幸せは何なのかといった」について

考えるための意見交換を行いました。

　わくわくパーソンには、タカラバ事務局・齋藤義徳さんをはじめ５名の方にご参加いただきました。各

わくわくパーソンでのグループに分かれ、日々の取り組みや、生き方・人生観などについて語り合いました。

【わくわくパーソン】

　タカラバ（高津川を愛してる会）事務局　齋藤　義徳さん

　洋裁師　中野　麻美さん

　柿木公民館　主事　円山　洋輔さん

　吉賀町教育委員会　ＡＬＴ　ケビン・ローヨーさん

　オーガニックカフェ草の庭　花﨑　雪さん

◆動画配信等について

　よしかオータムセミナーの様子については、ＹｏｕＴｕｂｅでの動画配信を行って

います。総合診療について理解を深めていただく上で大変充実した内容となっており

ますので、是非ご視聴ください。（二次元バーコードからアクセスしてください）

　また、サンネットにちはらでの番組放送も予定しておりますので、放送日程につい

ては後日町公式ＬＩＮＥ等でご案内いたします。

＜わくわくパーソンから

　　　　　　地域での取り組みを聴き語り合いました＞

　令和６年度コミュニティ助成（宝くじ助成）事業により、八王子及び恩給地区で結成されている自主防

災組織が防災資機材を整備しました。

　この事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの普及広報を

行うとともに、コミュニティの健全な発展を図ることを目的に宝くじの受託事業収入を財源として実施し

ているものです。購入した助成事業物品などにはそれぞれ助成事業であることを示すキャラクター『クー

ちゃん』が表示されています。

　八皇子防災は、昨年度結成された自主防災組織です。加入世帯は２９世帯で、地域の防災力を向上させ

る事を目的に、防災訓練の実施、防災意識向上のための啓発活動を今後も実施していく事としています。

　この度、コミュニティ助成事業により整備された防災資機材の一部は次のとおりです。

　炊き出し用かまど一式　　救助用毛布２０枚　　リヤカー１台

　照明器具３個　　　　　　タープ２張り　　　　ブルーシート１０枚

　標識ロープ５個　　　　　シャベル１０個　　　ストーブ３台

　ポータブル電源２台　　　ヘルメット２５個　　充電式テレビ１台

　除雪機１台　等で総額約１９０万円となっています。

宝くじの助成金で八皇子防災（自主防災組織）が防災資機材を整備しました！
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トピックス
話題・できごと

大井谷棚田オーナーが稲刈りをおこないました！

　９月１５日（日）に大井谷の棚田において、棚田オーナーが稲刈りをおこないました。遠方から吉賀町

に宿泊して参加されたり、親子三世代で参加していただいたオーナーさんもおられました。

　また、９月２４日（火）には柿木小学校の５、６年生が稲刈りをおこ

ないました。稲刈り後に食生活改善推進員さんから素敵なおやつの差し

入れもいただき楽しい１日となりました。

　両日とも晴天に恵まれた１日でしたが、残暑厳しい中の稲刈りとなり

ました。美味しい棚田米が届くのが楽しみですね。

第７４回“社会を明るくする運動”伝達式及び啓発活動

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と立ち直りについて理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な運

動であり、毎年７月を強調月間として運動を展開しています。また、７月は「青少年の非行・被害防止全

国強調月間」としても定められています。

　今年度、吉賀町では、７月１日（月）に役場本庁舎内町民ホールにおいてメッセージの伝達式が行われ、

内閣総理大臣のメッセージを木村保護司代表から、また、島根県知事、島根県警察本部長、島根県教育委

員会教育長のメッセージを津和野警察署副署長から、吉賀町推進委員会委員長の岩本町長へメッセージが

伝達されました。

　啓発活動につきましては、悪天候のため今年度は中止となりましたが、強調月間中は役場本庁舎前に懸

垂幕を掲揚し、保護司の方や委員の方にもご協力をいただいて、吉賀町内にのぼり旗の掲揚も行いました。

その他にも、役場庁舎内等にこの運動に関するリーフレットや啓発物品 (ポケットティッシュ )がおいて

ありますので、是非お手に取ってご覧ください。

　この運動をきっかけに、さまざまな人と人とがつながり、誰もが生きやすい明るい地域社会をみなさん

で築いていきましょう。

＜メッセージ伝達式の様子＞

＜啓発活動＞
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一緒に地域を守るためにあなたの力が必要です！

　　　　　　　　　　　　　消防団員募集！！

　消防団は市町村の非常備の消防機関であり、その構成員である消防団員は他の本業を持ちながら、権限

と責任を有する非常勤特別職の地方公務員として、「自らの地域は自ら守る」という精神に基づき、消防

防災活動を行っています。普段は様々な仕事に就いている団員が、火災の予防や消火、人命救助の技術を

身に着け、地域の安全を守る活動をしています。

　あなたの力を、地域を守る力に使ってみませんか？

◆消防団員数とその配置について

　現在の吉賀町消防団は令和６年４月１日時点で、定員３００

人に対して、２１５人（内、女性消防団１９人）となっており

ます。右の図のように団員数は年々減少しております。吉賀町

では８つの分団に分かれ、更に部を編成し、１９の地区を各消

防団が担当して火災等に備えています。消防団員が減少するこ

とにより、徐々に活動に対する厳しさが増してきています。

◆令和５年度の消防団の活動

　火災による出動２件　　警戒活動４件　　広報活動８件

　※この他に機械器具の点検を毎月行っています。

　主な活動は上記のとおりです。火災だけではなく、大雨の警戒や広報活動なども行っています。平常時

の訓練から災害時の活動まで消防団の役割は多岐にわたります。

　令和６年度は７月の大雨において、消防団員による地域の見回り活動もありました。いざという時には

集合し多くの人が集まり行動できる、これが消防団の強みです。

お問合せ・入団のお申し込み

〒６９９―５５１３　島根県鹿足郡吉賀町六日市７５０番地

　　　　　　　　　　吉賀町役場総務課　消防担当　☎０８５６－７７－１１１１（代表）

＜消防団員数＞

◆令和６年度吉賀町消防団夏季訓練を実施

　８月２４日（土）に、大野原運動公園敷地内で吉賀町消防団の夏季訓練を実施しました。今回の訓練は、

団員延べ１００人程度が参加しました。今年度は、距離送水連携並びに吉賀町消防団が統一した認識と技

術で災害対応に資することを目的とし、訓練を行いました。

　今回の訓練は昨年度と同様に川や防火水槽から水を給水する無圧水利と、消火栓やポンプから送水され

る圧力が掛かった水を給水する有圧水利では、機器の接続やポンプの操作方法が変わり難易度が高くなる

ことです。今年度はどこにどこの分団を配置するか通知はせず、ブラインド訓練の方法をとり、声の掛け

合いや、無線を使用しながら情報伝達を行うことの大事さも学びました。

トピックス
話題・できごと
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テニス
県高校新人戦テニス　優勝

　シングルス第１シードの田口桜さん（２年）は、初戦から順当に

勝ち上がり、準決勝では開星高校の強敵に落ち付いてプレーし決勝

に駒を進めました。決勝戦では、開星高校のエースを倒して勝ち上

がった松江南高の選手に序盤手こずりましたが、最後は実力で押し

切り勝利しました。田口さんは県高体連シングルス初優勝です。

　３年生が高体連卒業し、今後の島根県高校女子を田口さんが牽引

してくれると思います。

トピックス
話題・できごと

　第７８回国民スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」テニス競技が９月

２１～２４日に佐賀市で開催されました。吉賀町から、少年女子に加

藤那菜さん（吉賀高３）と、成年男子に岩本晋之介さん（六日市中卒、

関西大３）が出場しました。

　テニス競技は２名の代表が先ずシングルスを行い１対１になった場

合はその２名でダブルスを行い勝敗を決します。

国スポ佐賀　５位入賞の快挙

　９月１４～１６日、島根県高等学校テニス新人大会（個人戦）が開催されました。

　吉賀高校から１、２年生４名が参加しました。

　初日、少年女子は茨城県と対戦し、加藤さんの第１シングルスは勝利しましたが、第２が落としダ

ブルスになりましたが接戦をものにし１回戦突破しました。島根県成年男子は初戦北海道と対戦し、

岩本さんの第１シングルスも第２も取り 1回戦突破しました。翌日、少年女子はシードの大阪府（今

大会大阪が優勝しました）と対戦し、シングルス２つ落として負けましたが、加藤さんは中盤までリー

ドした展開で大健闘でした。

　一方、成年男子は今大会大一番の地元・佐賀県との２回戦です。

　佐賀県は２人ともプロ選手（元世界６０位の選手も）を起用してい

ます。さすがに佐賀には勝てないかと思われていましたが、蓋を開け

てみれば大接戦になり、岩本さんが第１シングルスを取り、第２シン

グルスを落としたもののファイナルのダブルスで勝利し、悲願のベス

ト８（成年で初）に入りました。

　次の準々決勝の東京都も２人ともプロ選手で優勝候補でしたが、こ

れも大接戦になり、ファイナルのダブルスのタイブレークで惜敗しま

した。

　５～８位決定戦に回り、埼玉県にもファイナルのダブルスになり勝

利。そして最終日、５位決定戦は宮崎県との対戦。選手、監督、県庁

職員５名、応援サポートが一体になり、苦しい試合をものにし勝利

し、島根県成年テニスで初の５位に入賞し、国民スポーツ大会「天皇

杯１２点」を島根県にもたらしました。　
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トピックス
話題・できごと

七日市スポーツ少年団　準優勝

　８月３１日（土）、９月１日（日）にＪＡカップ益田・鹿足地区予選が益田市民球場で開催されました。

　七日市スポーツ少年団の初戦の相手は益田七尾スポーツ少年団。息詰まる投手戦で０－１で迎えた

最終回、先頭の岡山くんのホームランを足掛かりに４点を奪って４－１で逆転勝利を収めました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七日市　０００００４　４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七尾　　００１０００　１

　大会２日目の準決勝は豊川スポーツ少年団。遠藤くんの粘りの投球と、長短打と盗塁を絡めた攻撃

で８－４で勝利しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七日市　４００００４　８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊川　　２０１００１　４

　決勝戦は春の大会で県２位になった吉田クラブ野球スポーツ少年団との対戦でした。序盤から連打

で一時最大８点差をつけられる苦しい展開でしたが、驚異的な粘りで終わってみれば１２－１４の大

接戦で惜しくも敗戦しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　　５００５４　１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七日市　２００４６　１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜５回時間切れ＞

　６年生の主要な大会はこれで、終了しましたが１０月２６日

（土）、２７日（日）に吉賀町運動公園野球場を主会場に第２回

吉賀カップを開催する予定です。

　今後ともご協力・ご声援をよろしくお願いいたします。

全日本少年少女空手道選手権大会　５位入賞

　８月８日に行われた「全日本少年少女空手道選手権大会」で、朝倉小学校

１年の仲村弥紘（６）が、第５位に入賞しました。４歳から始めた練習の成

果が実を結んだのではないかと思います。

　今後は、１１月と２月に行われる全国選抜大会に向け稽古に励みます。

第５７回中国五県兼第４７回西日本軟式野球大会　吉賀クラブ優勝

　９月１５日に、安来運動公園野球場で開催された、第５７回

中国五県兼第４７回西日本軟式野球大会　島根県大会に吉賀ク

ラブが出場し、激闘の末に優勝することができました。

　島根県代表として、令和７年に鳥取県で開催される西日本軟

式野球大会に出場します。

　今後とも皆様の応援をよろしくお願いいたします。

野球

空手
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私
は
、
去
る
９
月
15
日(

日)

柿

木
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
柿
木
地
区

敬
老
祝
賀
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
地

区
有
志
の
皆
様
の
お
世
話
に
よ
り
準

備
が
進
め
ら
れ
、
満
80
歳
以
上
の
方

22
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

柿
木
保
育
所
園
児
の
皆
さ
ん
に
よ
る

子
供
神
楽
や
立
戸
在
住
の
村
上
誠
さ

ん
・
千
鶴
さ
ん
ご
夫
婦
に
よ
る
津
軽

三
味
線
の
ご
披
露
も
あ
り
、
美
味
し

い
食
事
を
と
り
な
が
ら
和
や
か
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

会
は
、
人
生
の
諸
先
輩
で
あ
る
皆
様

に
感
謝
し
敬
う
と
い
う
趣
旨
で
、
こ

れ
ま
で
町
内
各
所
で
一
堂
に
会
し
て

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

い
ま
す
。
今
後
、
人
生
の
達
人
と
も

言
え
る
諸
先
輩
方
と
の
出
会
い
や
語

ら
い
を
自
分
自
身
の
人
生
や
ま
ち
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
く
こ
と
が

出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

Vol.80

岩本一巳

人
生
の
達
人
か
ら
ヒ
ン
ト
を

「
敬
老
の
日
」
前
後
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
幾
分
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
「
敬
老
の
日
」
は
、

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
で
毎
年
９
月

第
３
月
曜
日
と
定
め
ら
れ
、
今
年
の
場
合

は
９
月
16
日(

月)

が
そ
の
日
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、以
前
は
９
月
15
日
が
「
敬

老
の
日
」
で
あ
り
ま
し
た
。
で
は
何
故
、

こ
の
日
が
「
敬
老
の
日
」
と
さ
れ
て
た
の

で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
か
つ
て
兵
庫
県
に

野
間
谷
村(
現
在
は
多
可
町)

と
い
う
村

が
あ
り
ま
し
て
、
当
時
、
村
長
を
務
め
て

い
た
門
脇
政
夫
さ
ん
が
、
「
老
人
を
大
切

に
し
て
、
年
寄
り
の
知
恵
を
借
り
て
村
づ

く
り
を
し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
ら
れ
、
昭

和
22
年
９
月
15
日
、
55
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
し
た
敬
老
会
を
開
い
た
の
が
、
そ
の

起
源
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

こ
う
し
た
活
動
が
全
国
に
広
が
り
、
昭
和

41
年
に
法
律
で
正
式
に
国
民
の
祝
日
と
し

て
定
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、吉
賀
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
様
々

な
方
々
が
意
見
を
出
し
合
い
策
定
し
た

「
第
２
次
吉
賀
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に

沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
言
わ
ば
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た

計
画
で
す
。
先
に
ご
紹
介
し
た
野
間
谷
村

で
は
、
時
代
を
背
景
し
て
55
歳
以
上
の
方

が
敬
老
会
へ
ご
招
待
す
る
対
象
者
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
齢
層
の
皆
さ

ん
の
知
恵
を
借
り
て
村
づ
く
り
に
挑
戦
さ

れ
た
訳
で
す
。
現
在
は
、
50
歳
代
か
ら
70

歳
代
は
、
ま
さ
に
働
き
盛
り
で
あ
り
ま
す

し
、
80
歳
を
超
え
て
も
溌
溂
と
さ
れ
て
い

る
方
は
、
町
内
に
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。

　

今
回
、
出
席
し
た
敬
老
祝
賀
会
で
は
多

く
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
す
る
機
会
を
頂
き

ま
し
た
。
若
か
り
し
頃
の
祭
り
や
遊
び
の

こ
と
な
ど
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
「
年
の
功
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
人
生
経
験
は
よ
り
良
く
生
き

る
上
で
何
よ
り
の
糧
に
な
る
も
の
で
す
。

色
々
な
経
験
を
積
ん
だ
皆
さ
ん
か
ら
の
お

話
は
、
生
き
る
た
め
の
知
恵
や
秘
訣
と
も

取
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て

＜かきのき保育所園児による子供神楽＞

＜参加者全員での集合写真＞

＜村上さんご夫婦による津軽三味線＞
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保健だより
健康・食育・予防

　１１月１４日は、インスリンを発見したカナダのバンディング博士の誕生日であり、糖尿病治療に画期

的な発見に敬意を表し、この日を糖尿病デーとしています。

　糖尿病は自覚症状がなく進行するため、放置すれば気づいたときには重症化し、脳卒中や心筋梗塞、三

大合併症（神経障害・網膜症・腎症）などを引き起こす原因となります。

健康診断の結果、血糖値が高めと言われた人や基準値を超えている人は病院の受診、生活習慣の改善をし

ましょう。

　すでに糖尿病と診断されている人が合併症を発症しないようにするためには、医師や専門家の指導の下、

食事、運動、薬物療法による血糖コントロールが必要です。体に感じる症状がなかったり、血糖値が下がっ

ても、決して自己判断で治療を中断しないようにしましょう。

○最近こんなことが気になっていませんか。

　食生活の乱れ　　運動不足　　寝不足やストレス　　お酒の飲みすぎ　　タバコをやめられない

健康コーナー　　　　１１月１４日は、世界糖尿病デーです。

<糖尿病の進行とともに現れる症状 >

　のどの渇き　　尿の量・回数が多い　　急激な体重減少　　全身のだるさ・疲労感　　手足のしびれ　

危険な３大合併症

糖尿病網膜症

　網膜の細かい血管が痛み、視力低下や出血などが起こり失明することもあります。

糖尿病神経障害

　初期段階に手足のしびれなどの自覚症状が現れます。知覚を失うことで火傷や靴

　擦れなどに気づかず、皮膚や皮下組織などが死滅する壊疽を起こし、足を切断す

　ることもあります。

糖尿病腎症

　腎臓の血管が痛み、悪化すると腎不全に陥り透析治療が必要となることもあります。

これらは血糖値を上げる原因になります

そのまま放置しておくと
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　みなさんは、１日にどのくらい野菜を食べていますか？

　生活習慣病を予防し、健康的な生活を維持するためには、いろいろな種類の野菜を食べて１日３５０ｇ

以上の野菜を食べることが目標とされています。

　成人の１日あたりの野菜平均摂取量は、男性は２８８. ３ｇ、女性は２７３. ６ｇ（Ｒ元年国民健康・

栄養調査）と目標の３５０ｇに対し、約７０ｇ不足しています。

　毎日野菜をプラス 1皿で、野菜不足を補いましょう。

白菜とカニカマのナムル　エネルギー７５kcal　　塩分０.６ｇ　

　　　　１人分の材料

・白菜　　　１００ｇ (大 1枚 )

・カニカマ　６ｇ（1本）

・小ネギ　　３ｇ（１本）

・ごま油　　４ｇ（小さじ１）

・しょう油　３ｇ（小さじ１/2）

・ごま　　　３ｇ（小さじ１）

　　　　　　　作り方

①白菜は１㎝幅に切る。葉と茎で分けておく。

②カニカマは手またはフォークで割いておく。

③小ネギは小口切りにする。

④ボウルに白菜の芯→葉の順に入れる。

　６００Wのレンジで３～５分加熱する。

　粗熱が取れたら、水気を絞る。

⑤ボウルにカニカマ、しょう油、ごま油、ごまを入れて

　混ぜ合わせる。

　器に盛りつけてネギを散らす。

保健だより
健康・食育・予防
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　合併浄化槽を設置したくても、近くに適切な放流先がないため設置できない、いわゆる設置困難箇所の

解消に向け、次に紹介する二つの事業を令和６年度から実施していくことといたしました。

①個人を対象にした排水管設置費助成事業について

②吉賀町の直営工事による排水管設置事業について

　１００ｍを超えて適切な放流先の確保が困難な地域への対

応については、対象地域に公的な道（町道、農道、林道、里

道）が存在する場合は、吉賀町の直営による排水管設置工事

を実施する。また、民地にあっても利害関係者の承諾が得ら

れれば予算の範囲内において工事を実施する。この場合の条

件としては次のとおり。

①要望する地域の戸数が概ね５戸以上存在し、浄化槽設置希

　望者が３年以内に２戸以上あること。また、今後その他の

　住宅においても接続の可能性があるもの。

②放流先において利害関係者の承諾が得られるもの。

③排水管埋設箇所が民地である場合、地権者等の承諾が得ら

　れるもの。承諾は設置希望者において得るものとする。

　（県の許可が必要な場合は町が申請を行う）

④民地へ埋設する場合、補償はしない。

⑤設置後における排水管の維持管理は利用関係者で行う。

　（町は行わない）

⑥当該排水管へは各自で接続する。

　（要件を満たしていれば設置補助の使用可）

問い合わせ先：吉賀町役場　建設水道課　☎０８５６―７９―２２１２
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環境情報　ウォームビズ（WARMBIZ）とは・・・

　地球温暖化対策の一つとして、暖房時の室温は 20℃を目安とし、「寒い時は着る」「過度に暖房機器に

頼らない」といった「暖房に頼り過ぎず、働きやすく暖かく格好良い生活スタイル」それが「ウォームビ

ズ」です。

　一般的に、電力による冷暖房を行う場合、室温設定の調節による省エネ効果は、夏よりも冬のほうが大

きいことが知られています。冬の暖房器具使用時に室温設定を今までよりも下げるようにすれば、二酸化

炭素削減効果があるばかりでなく、電気代を効果的に節約することにつながります。家庭でも暖房温度を

見直し、一枚重ね着をしたり、足もとを暖かくして過ごしてみたりしませんか。まずは、暖房時の室温は

２０℃を目安にしてみましょう。

〇取り組み例

身に着けるもの
カーディガン、マフラー、保温効果の高いインナーウェア、ひざかけなどを活用

しましょう。

食べ物 体をあたためる食材（根菜や香味野菜）を食べましょう。

飲み物 温かいスープやドリンクを飲みましょう。

ブラインド
日中は開けて太陽の熱を取り入れ、夜間は陽が落ちて冷気が窓から入る前に閉め

て保温効果を高めましょう。

湿度

体感温度は温度だけでなく、湿度や気流などのバランスで変わります。一般的に、

湿度が高くなると体感温度が上昇しますので、お湯を沸かすなどの、加湿効果を

活用しましょう。

　　家庭や職場、通勤、旅行といった様々なシーンで、自分にできるウォームビズを実践しましょう！

【好き】 【きらい】

①片手の親指と人差し

指を開いてあごの下に

置く。

②手を下げながら親指

と人差し指を閉じる。

好きな物を前にして生唾を飲み込む様子に由来し

ています。

よく使われる手話をおぼえてみよう！

①片手の親指と人差し

指をくっつけてあごの

下に置く。

②手を下げながら親指

と人差し指を開く。

苦々しい表情をつけると雰囲気がでます。
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

　　　　　　　　　　　　　　≪敬老の日　読書のすすめ　　心豊かに生涯読書≫

　　　　　　　　　　　　読書推進運動協議会が敬老の日にお薦めしてしている図書を紹介いたします。

　　　　　　　　　　　　心を豊かに暮らしていると、自然と目が輝き、自信が溢れてくるのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　ご紹介の本は図書館に所蔵していますので、ぜひ読んでみてください。

『老いてお茶を習う』　　　　　　　　群　ようこ　　　　　　『照子と瑠衣』　　　　　　　　　　　　　　　　井上　荒野

『８３歳、いま何より勉強が楽しい』　野口悠紀雄　　　　　　『おとうさんは１０３さい』　　　　　　　　　　信友　直子

『老いてこそ、スマホ』　　　　　　　牧　壮、増田由紀　　　『月さんとザザさん』　　　　　　　　　　　　　角野　栄子

『シニアの手間なし栄養ごはん』　　　米山久美子　　　　　　『サザエさんの昭和図鑑』　　　　　　　　　　　長谷川町子

『老いの上機嫌』　　　　　　　　　　樋口　恵子　　　　　　『犬が看取り、猫がおくる、しあわせのホーム』　石黒　謙吾

『老いを楽しむ人生の言葉』　　　　　和田　秀樹

『姥玉みっつ』　　　　　　　　　　　西條　奈加　　　　　　　　この他にも数冊紹介されています。

≪図書館利用状況９月≫

●貸出総数　２８４９冊

●貸出人数　　３４８人

●来館者数　　４３５人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館です。

・１１月２７日 (水 )図書整理のため休館します。

・吉賀町内各公民館前に返却ポストを設置しています。

【お知らせ】

　１１月に行われるきん祭みん祭農業文化祭にて感想画の展示や BM みたい号で出張図書館の開催を予定

しています。感想画は例年約１００点の作品が並びます。また、昨年に引き続き柿木会場に出張し本の貸

出などをいたします。どうぞご家族でお楽しみください。

　内　容：１１月　３日　六日市会場……町内保育所園児の感想画展示

　　　　　１１月１７日　柿木会場では BM みたい号が行きます。本の貸出・返却ができます。

【ご報告】

　１０月９日「第４回親子読書の会　幼いあなたと一緒に」として庵野さゆりさん（島根県立図書館親子

読書アドバイザー）を講師にお招きし、本の魅力や図書館の利用などについてお話をしていただきました。

１冊の本が親子の心の成長に大きく影響を与えてくれます。これからも、多くのご家庭に読書をお勧めし

たいと思います。

吉賀町立図書館

柿木公民館

　暦の上では冬に入りもっとも秋の深まりを感じる頃。

　旧暦の上では仲冬にあたり、本格的な冬を迎え、霜が降りる頃ということで「霜月」と呼ばれます。立

冬は二十四節気の一つで、旧暦では十月上旬頃、新暦では十一月八日頃。「冬立つ」という字義のとおり、

この日から冬の季節に入ります。ちょうど紅葉の見頃でもあり、もっとも秋らしい季節ともいえます。冬

の風はまだ弱く、雨も少ないため、ときおり春が戻ったような穏やかな陽気になることもあります。この

ような日を「小春日和」といい、冬でありながら汗ばむような陽気が続くことから「小六月」「小春」と

も呼ばれます。どちらも旧暦十月の異名ですが、冬と春が混在するようなこの時期特有の気候を表す、面

白みのある言葉です。

【今月の本の紹介】

おいしい昆虫記　　　　　　　　　　佐伯　真二郎　　食べるとはどういうことか　　　藤原　辰史

ブッシュクラフト　　　　　　　　　川口　拓　　　　地球大暴露　　　　　　　　　　スタントン菜穂

まじめで得をする人、損をする人　　加藤諦三　　　　大作家でも口はすべる　　　　　彩図社文芸部

世界に一つだけの勉強法　　　　　　坪田　信貴　　　はたらく物語　　　　　　　　　河野　真太郎

本の夢　本のちから　　　　　　　　椎名　誠　　　　いま、子どもと本を楽しもう　　片岡　徳雄

物語のつくり方　　　　　　　　　　新井　一樹　　　わたしの中の黒い感情　　　　　ソルレダ

人生脚本　　　　　　　　　　　　　伴　一彦
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２
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３
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０
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２
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収
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０
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ラ
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又
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０
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０
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２
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ま
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０
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大
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０
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５
３
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０
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２
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催
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球
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お
送
り
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◇
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部
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又
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戦

島
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村
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９
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日
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）
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毎
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３
土
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、
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島
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２
CH
 】

　
第
４
９
２
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２
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さ
い
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《
寄
稿
》

金
魚
の
口
第
二
弾
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

二
年
前
の
寄
稿
で
「
目
指
す
は
金
魚
の

口
で
す
か
？
」
と
題
し
て
掲
載
し
て
頂
き

ま
し
た
。
今
回
は
続
編
と
し
て
又
々
、
口

の
話
を
し
ま
す
。
一
度
で
も
歯
医
者
さ
ん

に
行
っ
て
治
療
し
た
経
験
の
あ
る
方
な
ら

必
ず
聞
い
て
い
る
言
葉
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
自
分
の
歯
で
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

こ
と
が
い
か
に
大
切
か
」
を
・
・
・
そ
し

て
歯
を
失
う
こ
と
が
体
調
を
崩
す
要
因
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
・
・
・
脳
卒
中
、
高

血
圧
、
体
幹
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
転

倒
の
リ
ス
ク
も
増
加
す
る
と
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

前
回
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に

良
く
耳
に
す
る
言
葉
に
、「
映
え
る
、
可

愛
い
、
柔
ら
か
い
、
溶
け
る
」、
食
べ
物

を
前
に
し
た
り
口
に
し
た
り
し
た
時
の
特

に
若
い
女
性
が
発
す
る
声
で
す
。
映
え
れ

ば
い
い
の
か
、柔
ら
か
け
れ
ば
い
い
の
か
、

将
来
の
歯
の
こ
と
、
体
の
こ
と
な
ど
考
え

て
も
い
な
い
と
思
わ
れ
る
声
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
歯
が
抜
け
れ
ば
入
歯
に
す

る
・
・
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
い
う
手
も
あ

る
・
・
・
な
ど
と
言
う
声
も
時
々
聞
き
ま

す
。
前
述
の
様
に
歯
の
無
い
事
が
体
に
悪

い
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　

前
回
の
最
後
に
も
言
い
ま
し
た
が
今
回

も
こ
の
言
葉
で
締
め
ま
す
。
「
柔
ら
か
い

物
を
良
し
と
す
る
の
は
今
す
ぐ
止
め
ま

し
ょ
う
」・
・
・
二
度
と
生
え
て
こ
な
い

歯
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

大
和
乃
国
日
本
は
抑
々
古
来
よ
り
豪

族
、
天
皇
、
貴
族
、
そ
し
て
武
士
（
集
団
）

等
が
常
に
支
配
し
共
々
に
其
の
時
世
の
変

遷
を
遂
げ
し
極
東
の
一
孤
島
で
あ
る
。
今

を
去
る
凡
そ
八
百
年
前
の
鎌
倉
初
期
の
寿

永
三
年
武
士
集
団
源
氏
平
家
が
四
国
屋
島

で
合
戦
結
果
平
家
一
族
は
こ
こ
に
潰
滅

す
。
其
の
後
平
家
は
残
党
と
相
成
り
本
町

は
基
よ
り
全
国
津
々
浦
々
の
山
間
僻
地
へ

と
逃
亡
其
の
一
族
党
領
に
旗
頭
的
存
在
の

「
広
實
左
近
」
と
云
ふ
平
家
高
官
位
の
一

武
将
が
い
た
。
此
の
武
将
（
人
物
）
は
本

町
最
近
隣
地
の
錦
町
山
中
へ
家
来
共
々
逃

亡
の
末
土
着
す
一
方
同
平
家
賄
い
役
官
職

受
領
「
松
前
大
善
太
夫
」
な
る
武
将
は
錦

町
を
経
て
山
尾
根
伝
た
り
に
越
山
当
町
蓼

野
捨
河
内
地
内
へ
移
住
此
の
地
を
開
墾
隠

棲
す
る
も
是
等
は
あ
く
ま
で
勝
者
源
氏
に

追
従
さ
れ
し
も
の
で
あ
る
。
是
と
は
正
し

く
異
成
り
裏
腹
に
一
大
勢
力
に
対
抗
立
ち

向
っ
た
歴
史
の
一
端
を
次
に
経
眼
す
。
是

は
現
今
よ
り
凡
そ
五
百
年
前
の
中
世
戦
国

時
代
山
口
の
大
名
「
大
内
義
隆
」
の
元
家

臣
「
陶
晴
賢
」
を
安
芸
乃
国
厳
島
に
て
破

り
事
実
上
中
国
地
方
を
統
治
せ
し
め
大
大

名
と
成
り
し
是
こ
そ
が
芸
州
吉
田
の
雄

「
毛
利
元
就
」
で
あ
る
。
此
の
元
就
は
其

の
後
間
髪
容
れ
ず
し
か
も
一
向
容
赦
無
く

当
町
近
隣
区
内
錦
町
あ
る
い
は
山
域
、
本

郷
等
へ
も
駒
を
進
め
急
促
進
の
上
是
が
極

制
圧
に
取
り
掛
か
る
。
し
か
し
、
此
の
地

は
古
来
よ
り
地
元
民
衆
が
其
の
生
活
手
段

の
礎
を
構
築
の
良
地
に
よ
っ
て
豪
民
衆
始

じ
め
民
衆
方
な
る
も
一
夜
に
し
て
他
敵
に

奪
わ
れ
乗
っ
取
ら
れ
る
破
目
は
断
じ
て
御

法
度
と
詮
議
に
至
れ
し
も
、
し
か
し
、
敵

な
る
相
手
は
と
云
ふ
と
是
又
、
衆
寡
敵
で

も
あ
り
所
詮
大
大
名
で
あ
る
。
強
力
な
る

権
力
、
権
威
を
も
欲
し
い
ま
ま
に
是
を
誇

示
よ
っ
て
真
正
面
切
っ
て
の
対
戦
相
手
で

は
無
論
是
が
勝
算
は
皆
無
。
し
か
し
又
、

此
の
地
の
豪
民
々
衆
等
促
座
に
結
束
「
山

ご
も
り
」
又
、
「
一
揆
同
盟
」
を
も
結
成

徹
底
抵
抗
抗
戦
を
相
試
み
る
に
至
れ
り
。

此
の
こ
も
り
地
は
元
々
江
戸
期
に
は
代
官

所
と
し
て
在
所
な
る
地
つ
ま
り
山
城
乃
国

を
筆
頭
に
本
郷
、
沼
田
、
木
谷
、
錦
町
そ

し
て
当
町
と
境
界
を
な
す
も
深
谷
山
峡
、

平
家
が
嶽
山
峡
山
据
等
々
へ
と
よ
っ
て
本

町
に
於
い
て
も
か
の
毛
利
氏
が
関
与
の
形

跡
が
約
五
世
紀
間
を
隔
た
り
し
経
過
後
も

其
の
時
々
刻
々
の
各
時
代
の
変
貌
変
遷
を

え
て
此
の
緑
濃
き
山
間
地
に
伝
承
す
る
事

は
實
に
興
味
深
々
今
更
な
が
ら
こ
こ
に
改

め
て
是
を
直
感
す
る
今
日
で
は
あ
る
。

　
《
俳
句
》

秋
彼
岸
暑
さ
の
中
の
寺
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

遠
き
日
の
蚊
帳
に
家
族
の
雑
魚
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

将
棋
指
す
二
人
図
書
室
九
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

秋
海
棠
咲
く
や
先
ず
兄
の
仏
前
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

稲
刈
り
の
二
条
刈
機
の
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

宿
坊
の
茄
子
の
煮
物
や
母
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

や
れ
や
れ
と
叔
母
の
つ
ぶ
や
き
残
暑
生
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

敬
老
日
白
寿
を
祝
ぎ
て
嫁
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

稲
の
秋
新
札
ど
こ
か
頼
り
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

秋
の
暮
父
母
の
家
遠
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

稲
を
干
す
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
《
川
柳
》

一
羽
で
も
な
ぜ
ニ
ワ
ト
リ
か
孫
が
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

新
記
録
大
谷
選
手
と
真
夏
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

思
い
出
を
楽
し
い
話
し
夢
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

ちょうみんひろば
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ちょうみんひろば
テ
レ
ビ
を
見
地
図
を
広
げ
て
旅
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

趣
味
の
会
食
事
付
き
楽
し
さ
倍
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

年
取
れ
ば
楽
し
い
こ
と
も
少
な
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

秋
迎
え
生
き
る
楽
し
み
花
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

幼
な
子
の
楽
し
い
表
現
全
身
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

孫
た
ち
と
イ
ベ
ン
ト
参
加
楽
し
い
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

楽
し
み
は
何
時
だ
っ
た
か
と
日
記
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

楽
し
さ
は
時
計
が
早
く
進
む
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代 

楽
し
い
が
終
わ
れ
ば
財
布
は
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

　《
短
歌
》

廃
屋
の
草
叢
に
立
つ
一
本
の

　

白
百
合
の
花
に
過
ぎ
し
日
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

亡
夫
の
湯
飲
に
一
人
す
す
る

　

個
室
に
馴
れ
て
も
さ
び
し
か
ら
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

今
頃
は
暗
算
使
い
お
買
物

　

目
標
超
え
た
新
札
出
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

猛
暑
漕
ぎ
辿
り
着
き
た
る
高
野
山

　

歩
き
に
歩
き
空
海
の
廟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 6年 9月 30 日現在）

 人　口　5,592 人　(+ 9)
 　男　　2,696 人　(+ 6)
 　女　　2,896 人　(+ 3)
 世帯数　2,965 世帯(+10)
　　　　（　）内は前月との比較

吉
賀
川
水
辺
群
れ
咲
く
菜
の
花
の

　

黄
の
輝
ひ
の
春
を
告
げ
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

全
国
の
災
害
ニ
ュ
ー
ス
見
る
た
び
に

　

ひ
が
ん
花
咲
く
里
に
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

　《
散
文
詩
》

「
秋
」

そ
う
か
是
が
秋
な
の
か

　

だ
れ
も
い
な
い
お
寺
の
庭
に

　
　

銀
杏
の
葉
が
散
っ
て
い
る

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
９
月
届
出
）

　

長
田　

清
志
（
き
よ
し
）
さ
ん

　
　
　
　

真
・
妃
女
乃
さ
ん
の
子　

下
高
尻

　

森
下　

結
心
（
ゆ
い
）
さ
ん

　
　
　
　

元
気
・
知
世
さ
ん
の
子　

六
日
市

　

岩
本　

結
生
（
ゆ
い
）
さ
ん

　
　
　
　

海
・
法
弥
さ
ん
の
子　

九
郎
原

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
９
月
届
出
）

　

松
浦　

利
充　
　

さ
ん　

87
歳　
　

柿
木

　

坂
田　

テ
イ
子　

さ
ん　

94
歳　
　

田
野
原

　

齋
藤　

み
や
こ　

さ
ん　

76
歳　
　

七
日
市

　

槇
田　

光
男　
　

さ
ん　

77
歳　
　

有
飯

　

一
ノ
谷　

瞳　
　

さ
ん　

92
歳　
　

真
田

　

米
田　

福
夫　
　

さ
ん　

67
歳　
　

沢
田

　

山
﨑　

光
代　
　

さ
ん　

88
歳　
　

七
日
市

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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